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平
成
九
年
度
の
九
月
定
例
町
議
会
は

、

九
月
二
十
二
日
開
会
し

、

補

正
予
算
な
ど
二
十
四
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は

、

特
別
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
ま
し
た
が

、

そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は

、

発
議

一
件
を

除
い
て

、

原
案
ど
お
り
可
決
文
は
承
認
さ
れ

、

九
月
三
十
日
開
会
し
ま

し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

補
正
予
算

温
泉
利
用
施
設
建
設
事
業
な
ど

総
額

一
八
三
，
九
八
四
千
円
の
補

正
総
額
と
な
り
ま
し
た

。

園
一
九
又
斗
玄

4
1

・
一
白
河
，
A
Z
=
-

日

補
正
総
額

一
八
三
，
九
八
四
千
円

皇

、
l
T
公
b

百

九

E
42
=一
回G
争
巾
申各
M

六
，
O
O
九
，
九
五
二
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

O
庁
舎
入

口
塀
・
玄
関
改
修
等
工

事
請
負
費
八
，
五

O
O
千
円

O
温
泉
利
用
施
設
建
設
事
業

費

八
O

，

二
九
O
千
円

。
農
業
生
産
省
力
化
事
業
補
助
金

一
，
四

一
二
千
円

。
川
上
小
学
校
修
景
施
設
工
事
請

負
費

七
六
，

O
O
O

千
円

。
県
衛
星
系
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
負
担
金

一
二
，
四
四

O
千
円

。
川
内
中
学
校
体
育
館
実
施
設
計

等
委
託
料

二
一
，
五
O
O
千
円

。
川
内
町
体
育
協
会
設
立
二
十
周

年
記
念
事
業
補
助
金

八
O
O
千
円

般
議
案

O
川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
同
意
に
つ
い
て

桜
田
喜
志
男
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
後
任
に
、
篠
原
龍
純
氏
を

任
命
す
る
た
め
、
議

会
の
同
意
を

求
め
た
も
の

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

高
須
賀
鶴
男
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
後
任
に
、
内
田
勝
尉
氏
を

推
薦
す
る
た
め
、

議
会
の
意
見
を

求
め
た
も
の

O
川
内
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

町
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
の

業
務
増
に
伴
い
職
員
を
増
員
す
る

た
め
、
職
員
定
数
条
例
の
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

町
長
の
事
務
部
局
の
職
員

吏
員
八
十
七
名

↓
九
十
一
名

そ
の
他
の
職
員

a‘ 

五
名
↓

教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る

学
校
及
び
学
校
以
外
の
教
育
機

関
の
職
員

名

教
員

事
務
職
員

十
一
名
↓
十
三
名

二
名
↓

名



O
川
内
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
全

部
改
正
に
つ
い
て

公
営
住
宅
法

の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
、
現
行

の
川
内
町

営
住
宅
管
理
条
例
を
全

部
改
正
す
る
も
の

(概
要
は
、
次
の
ペ
l

ジ
に
掲
載

)

O
川
内
町
道
路
占
用
料
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

消
費
税
法
の
改
正
に
よ
り

、
町

道
の
占
用
料
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

O
平
成
九
年
度
地
方
特
定
道
路
整

備
事
業
三
軒
屋
音
回
線
道
路
改

良
2

工
区
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

契
約
金
額

六

一
，
八
四
五
千
円

事
業
量
幅

員
五
メ
ー
ト
ル
、

工

延
長

一
四
七

・

三
メ

1
1
、h
l
'
レ

平
成
九
年
九
月

二
十

四
日
か
ら

平
成
十
年

期

三
月

二
十
五
日
ま
で

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

川
内
町
大
字
南
方
二
一
九
O

番
地
の
三

日
進
建

設
株
式

会
社

O
川
内
中
学
校
プ
ー
ル
改
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

事
業
量

一
O
三
，
九
五
O
千
円

プ
l

ル
改
築
工
事

一式

二
十
五
メ
ー
ト
ル
・

八
コ
l

ス

工

平
成
九
年
九
月

二
十

四
日
か

ら
平
成
十
年

三
月
十
六
日
ま
で

契
約
の
方
法
指

名
競
争

入
札

契
約
の
相
手
方

松
山
市
小
坂
二
丁
目
六
番

二

十
六
号

株
式
会
社
寺
田
工

依
史
占

ー

j

O
平
成
八
年
度
川
内
町
一
般
会
計

友
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保

健
、

簡
易
水
道
、
公
共
下
水
道

の
各
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
会

へ
付
託

し
、

審
査
す
る
こ
と
に
な

り

ま
し

た
。

実月幸E

土k
c 

O
産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
報

止と
仁コ新

た
な
「
食
糧
・
農
業

・

農
村

基
本
法
の
制
定
」
を
求
め
る

意
見

書
提
出
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
採
択
す
べ
き
と
決
定

し

た
旨
の

報
告

陳

'情

O
地
震
災
害
等
に
対
す
る

国
民
的

保
障
制
度
を
検
討
す
る
審
議
会

の
設
置
に
関
す
る
陳
情
書

(採
択
さ
れ
ま
し
た

)

推

薦

O
川
内
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て

平
成
九
年
八
月
二
十
八
日
付
け

で
議
会
推
薦
に
よ
る

農
業
委
員
会

委
員
の
辞
任
が
了
承
さ

れ
、
後
任

の
農
業
委
員
会
委
員

を
推
薦
す
る

も
の

議
会
推
薦

本公

本

豆王

議
員
発
議

O
第
四
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
五
箇
年
計
画
の
策
定
と
投
資
規

模
の
大
幅
な
拡
大
及
び
そ
の
強
力

な
推
進
に
関
す
る
意
見
書

(可
決
さ
れ
ま
し
た

)

O
新
道
路
整
備
計
画
の
策
定
並
び

に
道
路
関
係
予
算
の
確
保
及
び

道
路
特
定
財
源
の
堅
持
等
に
関

す
る
意
見
書

(可
決
さ
れ
ま
し
た

)

O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

(可
決
さ
れ
ま
し
た

)

O
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
制
定
」
を
求
め
る
意

見
書(可

決
さ
れ
ま
し
た

)

O
地
震
災
害
等
に
対
す
る
国
民
的

保
障
制
度
を
検
討
す
る
審
議
会

の
設
置
を
求
め
る
意
見
書

(可
決
さ
れ
ま
し
た

)

O
議
員
辞
職
勧
告
決
議

(可
決
さ
れ
ま
し
た

)

O
川
内
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
及
び

ふ
る
さ
と
交
流
館
建
設
に
係
る

氏

教
育
長
に

案
百
二
泥
屯
乏

メ
I
1
r
l

ん
」
、
一
仁

4

古
川
l

」

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て(

否決
さ
れ
ま
し
た

)

選

任

O
決
算
審
査
特
別
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
が
次
の
と

お
り
挺
一
任
さ
れ
ま
し
た
。

・
梅
崎
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m
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川
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昨
日
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・
宇
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川
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・
田
井
明
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一

調
作
品
立
口
一
一

光国克耕武イ申

諸
山
口
貝

一
語口
貝

議
山
口
貝

詰
山
口
貝

珪
語
口
目
(

諸
問
口
貝

一
一
語
口
貝

珪
語
口
員

十
月
十
日
に
任
期
満
了
の
桜
田

喜
志
男
教
育
長
の
後
任
に
、

産
業

課
長
の
篠
原
龍
純
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

篠
原
さ
ん
は
、
昭
和
十

五
年

一

月

川
内
町
北
方
に
生
ま
れ

、

松
山

東
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
三

十
三
年
五
月
川
内
町
役
場
に
奉
職
。

議
会
事
務
局
長
、
総
務
学
事
課

長
、

健
康
セ
ン
タ
ー

長
、

福
祉
課

長
、

産
業
課
長
な
ど
を
歴
任
。

(
五十
七
歳
)



公
営
住
宅
制
度
が変

わ
り
ま
す

公
営
住
宅
へ
の
需
要
も
多
様
化
し
、
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
を
に
ら
ん
だ
福
祉
政
策
と
の
連
携
の
強
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
公
営
住
宅
法
が

平
成
八
年
五
月
に
改
正
さ
れ
、
平
成
九
年
九
月
に

、

こ
の
新
制
度
に
沿
っ
た
川
内
町
営

住
宅
管
理
条
例
が
全
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、

O
家
賃
制
度
に
つ
い
て

数
等
の
便
益
に
応
じ
て
、
毎
年
度

個
々
に
算
定
し
ま
す
。

退
職
等
に

よ
る
収
入
の
減
少
や
、
住
宅
の
利

便
性
の
格
差
に
も

柔
軟
に
対
応
し

ま
す
。

家
賃
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
を

図
り
、
入
居
者
の
方
の
収
入
や
、

住
宅
の
立
地
条
件
、
規
模
、
築
年

(新しい家賃制度のイメージ図)

近(書問樋の畏間家賃京
高

O
入
居
者
資
格
に
つ
い
て

入
居
時
の
収
入
基
準
に
よ
っ
て

登記所廃止
のお知らせ

従
来
は
第

一
種
住
宅
、
第
二
種
住

宅
の
二
種
類
の
住
宅
が
あ
り
、
入

居
を
希
望
さ
れ
る
方
の
種
別
の
住

宅
が
不
足
す
る
な
ど
の
問
題
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
の
種
別

が
廃
止
さ
れ
、
入
居
希
望
者
は
一

定
額
以
下
の
収
入
で
あ
れ
ば
入
居

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯

の
方
は
入
居
者
資
格
が
緩
和
さ
れ
、

よ
り

入
居
し
や
す
く
な
り
ま
す

。

松山地方法務局川内出張所は、 平成 9

年10 月 13 日 ( 月 )付けをも っ て砥部出張所

へ統合廃止しましたので、お知らせいた

します。

砥部出張所への登記簿謄本 ・ 抄本の請

求は、 郵送で も請求カ言、できます。 郵送請

求用の申請書、 往信用封筒、 返信用封筒、

申請記載例等は 、 川内町役場窓口に備え

付けておりますのでご利用 く だ さ し 1。郵

送の方法で請求された登記簿謄本・抄本

は後日郵送で送付されます。

なお 、 請求手続きで、分からないこと

がありましたら、「砥部出張所j までお

問い合わせください。

O
収
入
申
告
に
つ
い
て

収
入
の
増
減
に
応
じ
た
適
切
な

家
賃
を
設
定
す
る
た
め
、
入
居
者

の
方
々
に

毎
年
度
収
入
の
申
告

を

し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す

。

こ
の
新
し
い
住
宅
制
度
は
、
平

成
十
年
四
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

(
た
だ
し、

収
入
申
告
に

つ
い
て
は

、

今
年
度
よ
り
実
施
)

V
お
問
い
合
わ
せ
は
企

役
場
福
祉
課
住
宅
係
ま
で

2
9
6
6
・
2
2
2

2

⑮
お

有
線
2

1
3
3

干791-21

伊予郡砥部町原町171 番地1

松山地方法務局砥部出張所

fi962-2140 



平
、成
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る霊平

zt 
，っ

く
り
推
進
事
業

企

ふるさと桜三里実行委員会主催の

「源太桜 まつり」

ふ
る
さ
と
づ

く

り
推
進
事
業

は
、
二
十
一
世
紀
の
川
内
町
を
築

く
た
め
の
住
民
活
動
や
住
民
の
学

習
活
動
を
支
援
し

、

町
の
将
来
を

担
う
人
づ
く
り

や
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
平
成
三
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す

。

口
補
助
を
受
け
ら
れ
る
方

団
体
、
個
人
を
問

わ
ず

、

採
択

基
準
に
当
て
は
ま
れ
ば

、

ど
な
た

で
も
補
助
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

口
補
助
限
度
額

予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま

す
。

口
申
込
期
限

平
成
九
年
十
一
月

三
十
日

口
問
い
合
わ
せ
先
友
び
提
出
先

役
場
企
画
調
整
課

(2
9
6
6

・

2
2
2
2

(内
線
2
8
)

ふるさニι撞進裏業
援択基準

ふるさとづくり推進事業としては、その事業

が、地域に根づいた活力や資源を活用して、自

主的な学習や活動を通 じての地域の活性化を図

り、 潤いと活力のある川内町のま ちづくりに寄

与すると思われる事業が対象となります。

①地域リーダー育成事業

川内 IIIJが 2 1 世紀に向けて発展するために、地

域のリーダーとなり得る ノ 、の学習活動、研修会、

現地研修等

②産業育成振興事業

生産活動の向上、経営の安定化、就業の促進

等が図れる次のような事業

会特産品の試作、開発等の調査研究

交新規品種の導入、新技術経営導入など

カ経営技術向上のための調査研究、研修など

女産業振興及び産業活性化を目的とするイベン

トなどの開催事業

交その他、 111] 長が特に必要と認める産業振興事

業

③郷土文化保存伝承事業

ふるさとの文化や伝統行事などを保存、伝承

及び、まちづくりに寄与すると認められる行事

などの開催等

④自 ら 行うふるさとづ く り事業

地域、団体など (概ね 10名以上の恒常的な組

織等)の創意と工夫に基づ く自 主的な諸活動に

よる快適な生活環境の実現と 、活力ある住み よ

いふるさとづくり 等

⑤ふるさとづ く りイ ベン ト等の開催事業

新しいふるさと の イベント 又は、行事として

地域の活性化とコミュニティづくりに寄与する

ような行事

⑤地域間交流事業

新しい時代の潮流である国際化、情報化、 高

齢化、そして都市化の進行に対したふるさとづ

くりに寄与する地域間の交流、そして、姉あ!ç111] 

のきずなをさらに深め姉妹 11汀相互の発展 と友好

に寄与する交流

平
成
十
年
度
に
事
業
実
施
を
希

望
す
る
団
体
・
個
人
を
広
く

町
内

か
ら
募
集
し
ま
す
。

十
月
十
一
日

付

役
場
職
員
人
事
異
動

(
カ
ッ
コ
内
前
任
)

O
産
業
課
長

1L 

(
農
業
委
員
会
事
務
局
長
)

O
農
業
委
員
会
事
務
局
長

越
智
涼
子

(
福祉
館
福
祉
主
事
)

O
健
康
セ
ン
タ
ー
兼
保
健
セ
ン
タ

ー
専
門
員
係
長

三
津
山

光
生

(給
食
セ
ン
タ
ー

専
門
員
係
長
)

O
福
祉
館
福
祉
主
事

池

川

史

(福
祉
課
専
門
員
戸
籍
係
長

)

O
福
祉
課
戸
籍
係
長

渡
部
清

美

(福
祉
課
主
査
)

O
福
祉
課

佐
伯
裕

子

(健
康
セ
ン
タ
ー
兼
保
健
セ
ン

}J~きタ

!

王
事
)

マ
退
職

(十
月
十
日
付
)

産
業
謀
長

篠

原

青E

主主

-



平成10年度

〈川上・東谷・西谷幼稚園〉
0入園該当児

川内町に在住の方で

平成 6 年 4 月 2 日~平成 7 年 4 月 1 日生まれの 3 歳児

平成 5 年 4 月 2 日~平成 6 年 4 月 1 日生まれの 4 歳児

平成 4 年 4 月 2 日~平成 5 年 4 月 l 日 生まれの 5 歳児

O募集期間

平成 9 年11 月 1 日 (土 ) ~ ll 月 12 日 (水)

O申込方法

0問い合わせ先

川上幼稚園 fi966 -3755 (有 ) 5253

東谷幼稚園 宮966-3708 (有 ) 2532

西谷幼稚園 fi966 -2088 (有 ) 3 107 i 

L川 内保育園 〉
0入国資格 ( 1 歳以上)

UIJ内に住んでいる就学前の幼児で、母親が職業を持っ

ていたり、妊娠中もしくは出産後間もない場合。 疾病

等の状態にある同居の親族を常時介護しているなどの

ため家庭において保育に欠けると認められる場合等。

O申込方法

12月 1 日か ら来年 1 月 18 日までの聞に役場福祉課へ申

し込んでください。(保育所入所申込書等申し込みに

必要な書類は、福祉課又は、保育園で受け取ってくだ

さい。)

0入国通知

面接などの後、入国通知 (保育所入所承諾書) をお送り

します。

0保育時間

午前 8 時か ら午後 4 時ま で。(土曜日は正午まで)

ただし、町長が特に必要があると認めたときは、午前

7 時30分か ら午後 6 時まで (土曜日は午後 l 時まで)

a調‘

入国願書その他関係書類を該当児のご家庭にお届けい

たします。 入国を希望される方は 、 11 月 l 日 (土) ~ ll 

月 12 日 (水) の問に各幼稚園に申し込んでください。(た

だし、日曜日 、祝日、 第 2 土曜日を除く )

なお、入園通知 ・ 保育時間など詳細につきましては、

各幼稚園か ら それぞれに連絡いたします。

お問い合わせは、各幼稚園にお願いいたします。

0問い合わせ先

役場福祉課 fi966 -2222 (有 ) 2 133

川内保育園 fi966 -2288 (有 ) 3352 i 



役場に届け出をしなければ‘なりませんO

国保に加入する人

職場の健康保険加入者や生活保護

を受けている人を除く 、 すべての人

e 
保険証がないから医療費全額負担

持参品

さかのぼって
保険料(税)納付

申込み

実施 日 フー マ

11/5 みつめてみよう自分のこ ころ

(水) ストレスを考える

11/13 
みつめてみよう自分のからだ
自分でできる健康チェック

(木) (体脂肪測定 ・ 簡易体力 ìJ!lJ定)

11/20 在宅介護と福祉制度について
(木)

11/27 がんから身を守るために
(木)

12/4 安全で、効果的な運動とは・・

(木) 健康で長生きするために

講師

愛大ネ11.1経精神不|
近藤啓次医師

/11]"体育指導員

永野保健婦 |

在宅介護支援センター |
センタ ー長

仙波 直 也 先生

国立ガンセンター
|従長

高嶋 j瓦光先!:j:

吉野内科運動療法室
室長吉野毅先生

a・h

国保を脱退する人

会社に就職し 、 職場の健康保険に加

入する人や 、 被扶養者になる人など

事
2枚の保険証

保険料 (税) の二重納付

「税を知る週間j

が始まります



11 fJのイベント

@なつかしの映画祭
1 .愛染かつら(松竹)

監督/野村浩持 主演/田中絹代 ・上原謙

2. 戦場にかける橋(コロンビア・卜うイスター)
監督/デピ汁・リーン 主演/ウィリアム・ホールデン
14: 35~ 

・会場 川内町中央公民館・大ホール
・開演 13: 00/閉演 17 : 20 

11 月 7 日 ........9 日
9:00........21 :00 

川内町中央公民館他

@文化講演会
争予はかま満緒
⑧号「人生を豊かにする会話とユーモア」
・会場 川内町中央公民館・大ホール
田開演 19 : 30 

白
猪
の
掩
ま
つ
り

-文化祭作品募集
I-J!N:亙E
絵画・書・写真・盆栽・その他
|児童生徒の部| 直亙亙E
絵画 ・ 書 絵画
.作品の搬入
11 月 5 日 9:00~19:00 
・作品の展示
11月 7 日 ~ 9 日の 3 日間

.作品の搬出

11月 9 日 16:00~18:00 

『芸能発表会J
・12 : 00~16 : 00 
民謡 - 民舞 ・ 三味線
詩吟 ・琴 - 大正琴
日舞・伊予万才

⑮川一・即売会j
・中央公民館駐車場

・9: OO~ 
うどん ・ 綿菓子・た
こやき・陶芸品 ・ 手

作り品青空市

11 月 3 日 (月)

文化の日

口ところ 河之内問屋

町なるー)(一一りま
ご利用ください。

もちまき、俳句会、

おたのしみ抽選

会、農産物即

売会など

き口 と

口もよおし

第16回

愛媛十全医療学院
?とめさも

@~完@

~ 
表7

11月 16 日(日)午前 9 時

滑川生活改善センターグランド

もちまき ・ ア トラ クション ・ つり

ほり・弓の言式射 ・ バーベキュー -

i骨川ふるさと産品即売

i骨川ためもと祭り実行委員会

バーベキュ ー2，000円 (300名 )

※チケ ッ トのお求め・お問い合わせは、

fi966 -5224 (光明寺・内田) または、

包966-2222 (内線28 . 佐 J11 ) まで

時

l
u
 

お

日
場
拡

口
口
口 所

11 月 1 日 ~2 日

愛媛十全医療学院

き

口ところ

口 と

ほか

イ崖

a‘ 

口主

口チケッ ト

模擬店、学術研究、喫茶店、

フリース ロー選手権、理学療

法 ・ 作業療法、フリーマーケ

ァ ト、仮装大賞、もちつき大

交流会、ピアノ演奏会、ライ

ブなど

開旬、

壬:t口内



の

こ
の
真
実
な
教
育
を
と
も
に
そ

第
二
十
四

川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
よ
り

ー
「人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」

=.:iJ:. 

H内

寺

市
川
巾
t
t
 

理
性
と
良
心
を
み
が
き

人
権
文
化
を
築
く

国
連
が
「
人
権
教
育
の
十
年
」

を
ス
タ

ー
ト

さ
せ
て
今
年

三
年
目

に
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の

「人

維
教
育
の
十
年
」
は
大
き
く

二
つ

の
目
的
を
も
っ
て
い
ま
す

。

そ
の

一
つ
は
世
界
人
権

宣
言
を

地
球
上
の
す
べ
て
の
政
府
と
す
べ

て
の
人
々
の
中
に
行
き
わ
た
ら
せ

る
と
い
う
こ
と

、

も
う
一
つ
は
、

同和教育だより

世
界
の
す
べ
て
の
国
々
と
す
べ
て

の
人
々
の
中
に
人
権
文

化
を

打
ち

立
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

川
内
町
の
人
権

尊
重
の
町
宣
言

の
最
初
に
「
す
べ
て
の
人
間
は

、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ

り
、
か
つ
尊
厳
と
権

利
に
つ
い
て

平
等
で
あ
る
己
と
い
う
世
界
人
権

宣
言
の
言
葉
を
使
っ
て
お
ら
れ
ま

と
同
和

教
育
1

里
羊

古
冗

先
生

す
。

私
は
そ
の
続
き
が
大
好
き
な

ん
で
す
。

「人
聞
は

、

理
性
と
良

心
を
授
け
ら
れ
て
お
り

、

同
胞
の
精
神
を
も

っ

て
行
動
し
な

互
い
に

け
れ
ば
な
ら
な
い

。

」

こ
の
理
性
と
良
心
は
授
け
ら
れ

て
い
る
か
ら
安
全
で
は
な
い
ん
で

す
。

み
が
か
な
い
と
人
間
で
な
く

な

っ
て

し
ま
、
つ
ん
で
す
ね
。

次
の
詩
を
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

ゐ
号
、
・p
f
h

，
，
手
、
;
J
f
l
f
b
g
h
h
g
t
v
o
s
s
a

O
A
 山

子
ど
もが
か
わ
い
そ
う

一
t
J
 

W

-所
在
直
一

品

川

F
S
M

-

m

吋
私
は
い
つ
も
の
よ
う
に

叩

品
車
イ
ス
で
街
に
出
た
。

w

吋
途
中

、

ま
だ
幼
い
子
が

…

叩
車
イ
ス
の
私
を
見
て

恥刊

、川
お
母
さ
ん
に
た
ず
ね
る
声
が

円

叫

聞
こ
え
た
。

山
「
あ
の
人
は

料丸

、

あ
ん
な
の
(
車
イ
ス
)に

川
S
F
 

山
乗
っ
て
い
る
の
?
」

W

一

お
母
さ
ん
が
答
え
た
。

山

川
「
あ
の
人
は
悪
い
こ
と
を

山%
、

占

し
た
か
ら
あ
ん
な
に

一

川
な
っ
た
の
よ
」

山

小

私
は
怒
り
を
感
じ
た

。

川J 

一大
人
が
、
親
が

、

一

川
ま
ち
が
っ
た
こ
と
を

川

U

子
ど
も
に
お
し
え
て
い
る

。

山

γ

子
ど
も
が
か
わ
い
そ
う
だ
。

川町、入

山
、
、
、
ヘ
丹
下
、
丸
、
L
1・
、
ふ
じ
〆fu
F、
、
ヘ
-
w
h
p
ι
y
、
、
守
、
、
ι
y
q、
“J
f
J
C
\、
'
J

ど
、
っ
し
て

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
お

尋
ね
す
る
ん
で
す
け
ど

、
私
な
ら

ど
ん
な
に
返
事
を
す
る
や
ろ
な
あ
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
く
と

お
も
し
ろ
い
と
思
う
ん
で
す

。

街
に
出
ま
し
た
。

障
害
を
も
っ

た
方
が
車
イ
ス
を
必
死
で
押
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
が
母
親
に

尋
ね
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
「
あ
の

人
、
悪
い
こ
と
し
た
か

ら
あ
い

ょ

に
な
っ
た
ん
や
」
と
言
い
ま
す
か
。

言
わ
ん
と
思
い
ま
す
。

理
性
と
良

心
が
あ
る
ん
や
も
ん
、

吾
一口う
は
ず

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
言
わ
ん
と

は
思
う
け
ど
、
じ
ゃ
あ
、
私
は
ど

ん
な
返
事
を
す
ぐ
に
出
せ
る
ん
や

ろ
う
。

そ
れ
が
私
の
人
権
感
覚
で

す
。

そ
れ
が
私
の
レ
ベ
ル

、

水
準

で
す
。

「
お
母
ち
ゃ
ん

、

あ
の
人
、
な
ん

で
あ
ん
な
ん

の
っ
て
い
る
の
。

」

「
そ
や
な
あ

、

重
い
病
気
し
は
っ

た
ん
や
ろ
か

。

で
も
頑
張
っ
て
る

な
あ
。

ち
ょ

っ
と
あ
ん
た

、
荷
物

も
っ
て
待
つ
と
い
て
、
坂
道
だ
け

母
ち
ゃ
ん
ち
ょ

っ

と
押
さ
し
て
も

ら
っ
て
く
る
わ

。

」
こ
れ
だ
っ
て

な
か
な
か
い
い
で
す
よ
ね
え
。

そ

つ
い
う
こ
と
が
パ
ッ
と
反
射
的
に

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

理
tl.: 
と

良
心
が
眠
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

障
害
を
も
っ
た
子
供
さ
ん
は
学

校
へ
こ
ん
か
つ
て
も
か
ま
へ
ん
で
、

無
理
な
ら
学
校
へ
行
か
せ
な
く
て

も
よ
ろ
し
い
よ

。

こ
う
い
う
法
律

的
な
た
て
ま
え
(
就
学
猶
予

・

就

学
免
除
)
が
日
本
に
は

一
九
七
九

年
ま
で
あ
り
ま
し
た

。

日
本
国
憲

法
に
基
づ
く
戦
後
の
民
主
教
育
は
、

五
十
年
前
に
始
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、

本
物
に
な
っ
て
な
か
っ
た
ん
で
す

ね
。

障
害
を
も
っ
た
子
に
こ
そ

、

最
も
行
き
届
い
た
教
育
を
最
も
早

く
保
証
せ
ん
と
い
か
ん
の
に
ね

。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
子

等
に
学
校

へ
来
ん
で
え
え

、

と
い
う
し
く
み

が
十
八
年
前
ま
で
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。

こ
れ

、

や
っ
ぱ
り
よ
く
な
い

で
す
ね
。

も
う

一
つ
、
あ
そ
こ
の
家
に
あ

ん
な
子
が
生
ま
れ
る
の
は

、

「
た

た
り
」
や
と
か
「
印

の
筋
」
や
と

か
、
と
て
も
非
科
学
的
な
も
の
の

見
方
、
考
え
方
で
障

害
を
も

っ
た

人
が
い
る
お
家
を

眺
め
て
い
く
、

そ
の
よ
う
な
大
人
た
ち
が
沢

山

い

ま
し
た
ね
。

人
権
文
化
と
い
う
の

は
、

そ
う
い
う
こ
と
と
関
係
が
あ

a・‘

る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
差
別
の
現
実
か
ら
学
ぶ

と
い
う
こ
と
と

、

差
別
問
題
に

つ

い
て
の
歴
史
性
や
社
会
性
に
つ
い

て
わ
き
ま
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す

。



力メラレポート

企 川内保育園運動会 9/27
あいにくの雨で、勤労者体育センターでの

実施となりました。

園
周
禽企川内中学校

運動会 9/21 
突然の トルネードの出現で競技はス ト ップ。

慌てて、テントを押え る場面もありました。

企

円 西
首 谷
1ミ 幼
フ丁
τfl、

れ 小
て A.
m 口

調 同
町 運
ベ 動
力 会
が 一

入

~ 9/ 
[ /28 

ノ'1考うと

企川上小学校運動会
昼の応援合戦の一場面。

“梅ぼし"コールに、 会場がì91; きました 。

9/28 

企

東谷幼・小合同運動会 9/28 
保護者や地元の方の出番も多く、楽しい

「地域の運動会」 でした。

4 川上幼稚園運動会 10/4 
11fflij型のパドンで行われたリレーは、と ても一生懸命で、

とても可愛 ら しかった。

-



力メラレポート

松山流域森林組合発足砂
10月 1 日、松山市中野町の県森連事務所で川内

町、 重信町、松山市、坂本の 4 森林組合が合併 し、

「松山流域森林組合J が正式に発足しました。

発足式には、組合役員や行政関係者約100人が出

席し、発足を祝いました。

視松山暗号?開発足 • • • •• .•. .
 

,­•. • 
, 

滑川

ふれあいミニ運動会 b

4 第17回川内町獅子舞競演会
10月 11 日、秋日青れのもと、町内 8 保存会と砥部の岩谷口保存会

が参加して、 Jf:m子舞競演会が中央公民館前広場で、行われました。

競演会には、小学生や中学生の参加も多く、エネルギッシュな

競演会となりました。

4 みこしの
鉢合わせ
10月 12 日、勤労者

体育センタ一駐車場

でみこしの鉢合わせ

や心参太鼓が披露さ

れました。

10月 12 日、滑川 でふれあい

ミニ運動会が開催されました。

栗投げゲームなどユニーク

なゲームもあり、子どもから

高齢者まで参加できる競技で

1 日楽しみま した。

4 農林水産大臣感謝状
10月 20 日、 農林水産統計の発展に貢献したとして 、 農業経営統計調査農家

の宇和川八十こ さん (ー ヶ谷) が永年協力者農林水産大臣感謝状をいただき

ました。

宇和川八十こさん

& 
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私
の
作
っ
た
数
え
歌

(
八十
六
歳
)

日
本
老
友
新
聞

保
免
の
今
井
園
重
さ
ん

の
自

作
の
数
え
歌
が

、

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

>
国重さん

(保免)

数
え
歌

(今
井
園
重
さ
ん
作
)

一
っ
と
や

人
は
笑
顔
が
第一よ
朝
か
ら
陽
気
で

元
気
よ
く
元
気
よ
く

二
っ
と
や

踏
ま
れ
た
草
に
も
花
が
咲
く

崎
一時
口
論
負
け
が
勝
ち
負
け
が
勝
ち

三
つ
と
や

見
て
い
て
気
持
ち
の
よ
い
も
の
は

四
っ
と
や

家
の
中

欲
に
は
目
が
な
い
き
り
が
な
い

兄
弟
仲
よ
く
家
の
中

抑
え
て
堪
え
て
世
を
渡
れ

世
を
渡
れ

今井

五
っ
と
や

い
つ
で
も
人
か
ら
呼
ば
れ
た
ら

λよん でなく こ

開 表 九 川 す どしの
く 図月 m 。 も 、 数
会書二 ry 作 鳥え
が館 十 主主申 らづ歌
開 で 九 日当 れくの
か 伊日 子; てし ほ
れ予 、 二本守 いのか
手の 川 言百 132 る数
ケ昔内 仁 そえ
寸 、

/も話 中 つ歌

は
い
と
答
え
て
い
そ
い
そ
と
い
そ
い
そ
と

六
っ
と
や

向
う

三
軒
両
隣
り

仲
よ
く
暮
ら
せ世
は
情
け
世
は
情
け

七
っ
と
や

泣
き
虫
毛
虫
は
困
り
虫

に
こ
に
こ
恵
比
売
さ
ん
は
鯛
を
釣
る

八
つ
と
や
優
し
き
人
形
は
に
こ
に
こ
と

附
け
に
刃
向
か
う
者
は
な
い
者
は
な
い

九
っ
と
や
心
と
心
の
結
び
合
い

実
家
は
お
国
の
宝
ぞ
や

宝
ぞ
や

十
と
や
遠
い
神
代
の
昔
か
ら

其
心

一
つ
が
世
の
光
り
世
の
光
り

人
生
訓
が
歌
い
込
ま

れ
た

色
川
、
つ

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い

ま

す
。

「
こ
の
人
」
「満

一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど

の
ほ

か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま

で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

鯛
を
釣
る

できました!

「どんぐりの家」上映会
アンケー卜文集

2
9

6

6

・

2
2
2
2

有
縁
2

1
1

1

一

伊

予
の
昔
話
の
語
り
部
と
し
て
活
躍
さ

一
れ
て
い
る
保
内
町

の
和
田
良
誉
さ
ん
と
妻

一美
佐
保
さ
ん
を
お

招
き
し
て
聞
か
れ
た
こ

一の
会
に
は
、
中

学
生
や
一
般
の
方
約
百
人

一
が
参
加
し
ま
し
た

。

ゆ
っ
た
り
と
し

た
語
り
口
で
話
さ

れ
る
昔
話
は

、

き

ぜ
わ
し
い
日

常
で

、

や
や
も
す
れ
ば
さ

さ
く
れ
る

心
を
い

や
し
て
く
れ
ま

し

9 月 13 日(土) 映画「どんぐりの家」

上映会において800余名の方々に足

を運んでいただきありがとうござい
ました。 皆様の御協力 に感謝すると

ともに、深くお礼申し上げま す。

なお 、 上映会の際、 書いていただ

いたアンケー ト を文集にし、中央公

民館に置いております。

お立ち寄りの際、 御自由にお持ち

帰りください。

映画「 どんぐ り の家」 を 川内町で

上映する会実行委員会
(代
)

O
ポ
カ

シ
作
り

十
一
月

三
十
日

間
午
後
七
時
三
十
分

ナ
イ
ロ
ン
袋
を
持
た
れ
、
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
こ
参
加

く

だ
さ

い
。

O
コ

ミ
の
減
量
を
目

指
し
ま
し
ょ

う

。

買
い
物
の
時
、
な
る
べ
く
自
分
の
袋
を
持
参
し
て
ゴ
ミ
を
少

な
く
し
ま
し
ょ
う

。

ナ
イ
ロ
ン
袋
を
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
が
発
生
し
ま
す
。

ヨÞI . 
喧4島

表
川
吟
社
九
月
例
会

池
川

明
谷

歩
け
と
も

歩
け
ど
も
あ

り
受
珠
沙
華

;f主
部

卒
・涯
に

落
鮎
焼

け
る

人
や
さ
し

*i!li 
ロ

藷
扱
り
に

歓
声
あ
げ
る
園
児
か
な

回
世
1

朝
需

の
中
に
大
根
間
引
き
け

り

一
官
位什

秋
い
っ
ぱ
い
さ
が
す
カ
ル
ス
卜
大

地
か
な

大
下

満
天
の
星

韻
さ
ム
ロ
ふ刈
田
か
な

Jえ
ムヒ
月己

蛸
壷
に
秋
七
草
ーや
海
の
収

渡
‘
部テ
ル

放
し

た
る
犬

濡
れ
も
ど

る
露
な
り
さ

;J主
吾11

黙
々
と

釣
り
の

仲
間
や

秋
の
風

抜
山
山

錆
来
て
し

廃
鉱
扉
や
葛
の

花

官
ff 

女

時
雨
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
l

ス
に
つ
い
て
く
る

""、る

d奇

秋
吉
同し

麦
弁
当
を
背

負
袋

宇
和
川

悠
起

秋
退
路
室

戸
岬
は
波
荒
く

;也

)11 

婦
人
会
活
動
情
報

O
町
文
化
祭
不
用
品
・

手
作
り

品
販
売
し
ま
す
。

十

一
月
九
日

間

一
回
目
九
時

三
十
分
よ
り

二
回
目
十

一
時
三
十
分
よ
り

選

p,. 
弓1

1封
史
子

笹
子

日
主
夫岬

典
子

多
喜

五
月
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さん

( 竹之鼻)

吉
岡

PERSON 

平岡

一日一川天
沼秋
寧
国
叫
ん
一出
場一

十
月
二
十
五
日
か
ら
始
ま
る
秋

季
国
体
で
、
テ
ニ
ス
の

愛
媛
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま

っ

た
平
岡

ご
口同
さ
ん
。

四
十
五
歳
で
初
め
て
の
国
体
出

場
と
な
っ
た
平
岡
さ
ん
と
、
テ
ニ

ス
と
の
出
合
い
は
、
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
で
す
。

に
も
出
場
す
る
と
い
う
平
岡
さ
ん
は
、
土
曜

・

日
曜
と

練
習
し
て
い
ま
す
が
、
「
練
習
相
手
に
困
っ
て
い
る
」

と
い
い
ま
す

。

平
岡
さ
ん
は
、
「
体
を
動
か
す
の
が
好
き
」

で
、
高
校
時
代
は
サ
ー
カ

l

、

今
は
夏
、
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
九
\
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
そ

の
聞
の
春

・

秋
は
テ
ニ
ス
と
、
年
中
ス
ポ

ー

ツ
を
し
て
い
る
そ
う
で
す

。

初
め
て

の
国
体

出
場
で
す
が
、
色
々
な
ス

ポ
ー

ツ
で
培
っ

た
体
力
と
精
神
力
で
、
秋
季

国
体
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

。

, 

わんぱくでもいい

健やかに大らかに育ってね f

(父、町より )

ひとし

恒志 くん

(1 1 月 2 日生)

川
柳
も
づ
く
吟
社
九
月
例
会士

号
撰
亭

身
つ
く
ろ
い
直
し
彼
女
の
家
に
立
つ

お
隠
線
素
直
に
育
ち
母
子
家
庭

山
本
ひ
ろ
志

篠
森
美
登
里

ニ
股
を
か
け
て
と
り
つ
く
島
も
な
い

目
隠
し
が
汁
れ
立
派
な
案
、
が
出
来

お
化
粧
を
直
し
て
丁
度
五
分
前

田

中
渡
部
佐
久
良

山

本

目
隠
し
を
さ
れ
て
叩
か
れ
孫
の
守
り

回
の
岡
田
州

目
隠
し
の
つ
も
り
で
掛
け
る
サ
ン
グ
ラ
ス

ニ
橋
へ
島
の
足
腰
試
さ

れ
る

千
岡

高
岡

叩
5

直
し
て
や
る
と
は
ひ
ど
い
事
を
云
う

、一
高
瀬
喜
撲
亭

十
一
月
文
化
祭
参
加
川
柳
会
御
案
内

日

時
十

一
月
八
日

(
土
)午
後

一
時
よ
り

場
所
福
祉
館
広
間

兼
題

皿
・
夫
婦
・

祭
り

・

紅

席
題

一
題
当
日
発
表

町
民
参
加
の
文
化
祭
で
す
。

お
待
ち
し
て
居
り
ま
す

。

ま申

真優ち ゃ ん

(1 1 月 1 5 日生)

2 人のお兄ちゃんと

伸よくしてね。

(父、母より )

勤
め
先
(
愛
媛
大
学
)
に
テ
ニ
ス
コ

ー

ト
が
あ
り

、

「
そ
こ
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ

っ

た
か
ら
」
と
い
う
素

朴
な
動
機
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
そ
う
で
す

。

そ
し
て

、

今
は
、
B

級
指
導
員
の
資

格
を
持
つ
ま
で
に
上
達
し
、

四
十
五
歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
の
部
で
出
場
し
ま
す

。

ベ
テ
ラ
ン
の
部
の
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
ど
ち
ら

匪百
長曽我部

一
般
の
方
の
多
数
参
加
を

来月号は、 1 2月生まれの満 1 歳

児を募集します。 11 月 5 日まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメン トをお寄せください。 選
_.，ー
元主

峯
ふ牢

フT

深
舟

必L

J由
d且止

a画‘
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園
「
木
っ
と
根
っ
と
ワ

I

ク
」

園
入
会
者
募
集

口
募
集
対
象

①
森
林
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
た
い
方

(2
0
0

人
)

②
森
林
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
受
け
入
れ
る
森
林
(
フ
ィ

ー

ル
ド

)
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
方

(
却
箇
所
)

えひめ産業
文化審つ川

10:00~ 17:00 

9:00~ 15:30 

11 月 22 日 (土)

23 日 ( 日)

県民文化会館

愛媛県農業試験場跡地

時

所

口 日

口場

口
活
動
計
画

緑
の
募
金
を
活
用
し
た
森
林
作

業
体
験
事
業
6

回

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市

一

番
町
4

丁
目
4

の
2

愛
媛
県

農
林
水
産
部
森
林
整
備
諜
内

財
団
法
人
愛
媛
の
森
林
基
金

古
9
4
1

・
2

1
1

1

(内

線
3
3
6
1

)

〒
7
9
0

・

7
0

口行事

O ふるさと文化・ 産物展
。 技の情報発信展

。 ふるさと感謝の広場

(記念もちまき 、 わいわいふるさと市)

O 親子のふれあい広場

(野間前一カ析し動問
おさかなと遊ほう、遊木コーナ一、フ ァミ リ ー

木工コーナー

0 協賛展など

秋瀬
p 

冬内
σ〉し
写ま
真な
大み
募海
集道

ロ
テ
ー
マ

し
ま
な
み
海
道
の
秋
、
ま
た
は

冬
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
し
た

P
4
1
宣
(

口
応
募
期
限

平
成
旧
年
3

月
2

日
ま
で

口
賞最

優
秀
賞

(秋
・

冬
そ
れ
ぞ
れ

l

点
盾
及
び
賞
金
山
万
円

)

優
秀
賞

(秋
・

冬
そ
れ
ぞ
れ

2

点
盾
及
び
賞
金
3

万
円

)

佳
作

(秋
・

冬
そ
れ
ぞ
れ

加
点
程
度

記
念
品
)

口
カ 応
ラ 募

l 要
プ 項

:/ 

ト
四

7 つ

ジ切
タり
ルサ

(ワ
イ
ド
可

、

カ
メ
ラ
は
不
可

)

イ
ズ

口
発
表

平
成
叩
年
3

月
発
表
予
定

口
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
松
山
市

一

番
町
4

丁
目
4

の
2

愛
媛
県
庁

内
愛
媛
県
瀬
戸
内
海
大
橋
完

成
記
念
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

干
7
9
0

写
真
募
集
係

ロ ーー就 対 Eフ包
業 I 9 
を 象一。
希 ノ 3
望 口
す 主支 与
手 付苛 3
d性 言蕎 十

習
4企』
でZ三

口
科
目

ワ
ー
プ
ロ

(日
商
検
定
3

級
)

口
日
時

A
コ
ー
ス

(日
月
お
日
1

2

月

2

日
ま
で
の
聞
の

幻
日
)

B

コ
ー
ス

(ロ
月
2

日

1

3

月

3

日
ま
で
の
問
の
幻
日

)

口
場
所

松
山
市
山

越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員
ほ
か

A
、
B

コ
l

ス

各
却
名

無
料
(
教
材
費

一
部
自
己
負
担

)

口
11 申
同 Xと

正 期
El 問

10 
日

口
申
込
先

印
鑑
持
参
の
う
え
、
愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ
ー

(8
9
2
3

・

2
2
0
1
)
 

だ
さ
い
。

へ
申
し
込
ん
で
く

園
技
能
士
の
た
め
の

園
通
信
講
座

雇
用
促
進
事
業
団
職
業
能
力
開
発

大
学
校
で
は
、
生
産
現
場
の
技
能

労
働
者
に
必
要
な
専
門
知
識
を
系

統
的
に
幅
広
く
習
得
す
る
た
め
の

通
信
講
座
を
開
請
し
て
い
ま
す

。

口
受
講
資
格

実
務
経
験
の
あ
る
方

口
受
講
期
間

標
準
で
1

ヵ
年

ロ
コ
ー

ス

機
械
加
工
科

(l
級
)
他
訂
コ

ス

口
受
講
料

l

級
技
能
士
コ
ー

ス
&
5
1
0

円

2

級
技
能
士
コ
l

ス
&
3
9

0

円

口
特
典

修
了
者
は
、
技
能
検
定
の

学
科

試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

".  

口
問
い
合
わ
せ
先

雇
用
促
進
事
業
団
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
愛
媛

(
2
9
7
2

・

。

3
3
4

)
ま
で

口

V 日 人
i 時権

(夫) 相

日余m
l

日
時

口
場
所

川
内
町
福
祉
館



イプブコずメ/ジョブ

口
相
談
内
容

差
別
や
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問

題
や
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と

、

い
じ
め
相
談
な
ど

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員

(
相
談
無
料

・

秘
密
厳
守
)

口 ・・・・・詰 日本目い
末 時 談じ

8 全 室め
11寺 11謹
30 日 .

? な
l; や
I." J み

口
場

所

中
央
公
民
館

「
」
同
口
火
火
コ
ヨ叫

「
L

4
小
E
z
-
-
ロ

E
E

タ

池
川
温
子
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

口
相
談
電
話

8
9
6
6

・
6
1
5
0

有
線
6
0

1
0

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

-
n
月
6
日

j

ロ
日

圃
年
金
週
間

本
格
的
な
少
子
・
高
齢
社
会
の

到
来
を
控
え
、
公
的
年
金
制
度
の

果
た
す
役
割
は
す
べ
て
の
国
民
に

と

っ

て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
は

、

世
代
と
世

代
の
支
え
合
い
と
い
う
仕
組
み
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
で

な
く
て
は
な
ら
な
い

制
度
な
の
で

す
。

こ
の
大
切
な
制
度
を

、

安
定
的

に
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
行
く

た
め
に
は
、
「
世
代
間
扶
養
」
を

国
民

一
人

一
人
が
認
識
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
い
つ
か
は
必
ず
自
分

自
身
が
支
え
ら
れ
る
時
が
来
ま
す
。

年
金
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
く
だ

さ
い
。

「明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
・
..
 

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
」

まお成 ・・・・・・
てり、 23 R10 
225 担 11
深物に 千両目

刻乱 高 撲 5
2 用校 ìJ震 、

自 25 運麻
に増下 動薬
あしの 其月ム
りて未 聞見

薬
物
乱
用
問
題
の
解
決
の
基
本

は
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り

、

家
庭
か
ら
、
学

校
か
ら

、
職
場
、
地
域
社
会
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
薬
物
乱
用
防
止
の

正
し
い
知
識
啓
発
が
必
要
で
す
。

薬
物
乱
用
は

、

一
回
で
も
「
ダ

メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。

」
の
薬
物
乱
用
を

許
さ
な
い
社
会
環
境

ε

つ
く
り
を
、

み
ん
な
で
、
全
世
界
の
人
類
が

一

緒
に
な
っ
て
実
行
し
て
い
き
ま
し
ょ

λ
ノ
。

口
2 fi 松 問
6 9 山い
1 4 中合
'-" 1 央わ

保 せ
l 健 先
1 所
1 保
1 健
( 予
内防
線謀

園
標
準
営
業
約
款
普

園
及
登
録
促
進
月
間

日
月
は
、
標
準
営
業
約
款
普
及

登
録
促
進
月
間
で
す

。

厚
生
大
臣
認
可
の
標
準
営
業
約

款
に
従
っ

て
営
業
し
て
い
る
理
容

店
、
美
容
店

、

ク

リ
ー
ニ

ン
グ
店

に
は
、
シ
ン
ボ
ル
マ

l

ク
の
S

マ

ー

ク
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

S

マ
1

ク
は
3

つ
の
頭
文
字
を

g¥anitation 
(衛生)

g¥tandard 
(標準)

v
J\
つ
J

-e

ノ
ヨ

制
安

と
っ
た
も
の
で

5

本
の
線
は
、
消

費
者
と
登
録
店
と
各
都
道
府
県
環

境
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
が
お

互
い
に
信
頼
し
あ
っ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

標
準
営
業
約
款
制
度
に
つ
い
て

は
、
愛
媛
県
環
境
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ

ー

(
2
9
2
4

・
3
3
0

し、 5

ま
で
お
問

ぷ』
ロ

わ
せ
く
だ
さ

5215 
5413 
3296 
3285 

3729 

.有線放送電話加入者異動のお知らせ ( 9 月中) ・

口脱退
西中村ー

鳥の子
天ネ1j1

天千111

口休止

茶 堂

設
子
敏
幸

エ

建
ヤ
正
直

高 i頼 美代子

(いもたき会場)

山
部
野
中

花
渡
日
田

4�: 

.~~月ごみの収集日・ 音ペア-;!::
1. もえる ごみ

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷・西谷

月・木 土谷・滑川・奥松瀬川 11~ 3 日 (~H ll~4 日 (大 ) 1:盟主

母1=  
天神 (山田団地を除く )

11 月 14日 (聞を 11 月白日 (火) 1:盟主

火 ・ 金
:1ヒプ7

週 南方

前松瀬川ー 111田団地税灘団地
変更なし

水-土
町筋 (天事11 を除く )

2. もえないごみ ・粗大ごみ

収集地域 ガラス空ビン類 空き告等金物類 粗大ごみ

東省・西昔

土谷・滑川 ・奥松瀬川 11月 10 日 (月 ) 11 月 27 日 (木) 11月 17 日 ( 月 )
天神(山田団地を除く )

北方 11 月 118 (火) 11月 28 日 (金) 11月!日 (火)
南方

町筋(天神を除く)

11 月 12 日 (水) 11月 26 日 (水) 11月 19 日 (水)前松瀬川

山田団地 ・横灘団地



健康センターか5

II周健康:情報
-健康センター n966・2191 有線5833

国野盟諸藩琵置

0もぐもぐ教室(離乳食講習)

日時 11月 25 日 (火)

午前 9 時30分~
場所 健康センタ- 2 1精

対象者 平成 9 年 5 月 ~ 7 月生ま

れの乳児と母親

内 容 iVim乳食の進め方について」
栄養士の話と調理実習 、

身体測定、発達チェッ ク

持参品 母子健康手11張、エプロン

0乳幼児相談
日時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場所 健康センター l 階

持参品 母子健康手帳

内容 身体測定、育児相談

E沼~~薪~-1Ø彊圃

Oいきいき健康講座
「肝機能障害とは…j
日時 11 月 4 日 (火)

午後 l 時30分~ 3 時

場所 f建康センター 2 階

集団指導室
講 師 愛媛大学医学部第一内科医師

Ea盟諸誌Eヨ

高田 清式先生

(予定)

置骨量蓮i;居週

0健康相談・栄養相談
I但圧iJ!lJ定、尿検査を行っ ています。
健康に関することはお気軽にご相談
下 さしミ 。

日時
場所

毎週水曜日午前 911寺 ~ 12時

健康セ ンタ- 1 階

運動指導室

0こころの健康相談
精神的に不安定だったり、お年寄

りの痴呆等の 1'f:日:3~ をお受けしています。
日時 11月 2 1 日 (金)

午前 9 時30分~ 12時

場 所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦

までご連絡下さい。

.1.D1:i1回且

理学療法士による機能回復の訓練

を行 っ てい ま す。

日時 毎週水曜日 午後 l 時~ 3 時
場所 ガリラヤ荘

(注) 1'13 し込みが必要ですので、保

健婦までご連絡下さい。

z~H~澗闘j岨，-諸島言E岨町掴
日時 毎週月曜日

午前 8 時30分~ lon寺

場所 健康センター

持参品 印鑑、 登録している犬
は鑑札 予防注射済票

日 時 対象児 と 注意事項

3 カ月 ~ 7 歳 6 カ 月の者。11 月 7 日 (金)種
* 百 日 ぜきにかかっ たことのある方は二種混合 ( ジi混 午後 2 11寺 ~ 3 時
フテリア ・ 破傷風) を受付 で申し出て受けて下さい。.6. 

Eコ

風 11 月 28 日 (金)
l 歳 ~ 7 歳 6 カ月の者。

* MMR(風疹 ・ 麻疹 ・ おたふくかぜ)を、受けて
疹 午後 2 時 ~ 3 時

いる方は、受ける必要ありません。

。場所 健康センタ -2 階 。持参品 母子健康手帳、 予防接種手帳、体?I~l~-I

4�  

E置週lW書留司

4 月に地区役員さんを通じて申込みされ
た方には 、 健康調査票をお送りいたします。
申込みされていない方も、当日受付時間内

にお越しいただければ受診することができ

ます。(但し、 50歳以上の男性に限る )ぜひ、
ご利用下さい。

El~~~温三翫:i~~華掴
成人病基本健診の血液検査結果をもとに 、

該当されます方に個別にご案内いたします。

検診を受けるための注意事項等を含め健康
調査票を配布 しますので 、 記入され当日持

参下さい。

百喜百T検診内容 | 受付時間|検診料|場所
11 月

18 EI (火)

1 9 日 (水 ) 1
|問 診

20 日 (木 ) 1 '~:.'~ ."，，:: 1 午後階、4時 | 無 料 | 健康センター
| 超音波検診

5 日 (火 ) 1

26 日 (水 )

27 日 (木 )

〈各検診のお問い合わせは健康センタ一保健婦

までお願いいたします。 電話 : 966-2191) 

画面・I~~指;~~ヨ

(診療時間: 午前 8 時30分~午後 5 時30分)

日 |当番医|住所|電話
2 日 |棚整形外科 |松山市南梅本町 \ 970 - 2020

( 日『担日 ) "1011-1-1':"1:../1// 1, ' 1'............' '1' IIJ I"I" T-"J I 

3 日 |重信 7 1) ニ 7 パ重信 IIIT志津川 1 964 - 11 88(文化の日 ) I.::t:. lo , 1 - '/  I.::t::.lt=!'-'J '¥..:.'1-1-" 1 I 

9 日 1 r.1" 川病院 |松山市南梅本町 \ 976-7811(日 |曜日 ) I I / '1 / 1" ) 1",1 1... 1"......1-'-1111 rnll'J.'T""'J I 

16 日 |石川小児科 |重信田I横河原 1 955-0333
( 日悩日 ) 1 ノ 1..=:.E:.ICl'-'J'I_}.t¥"I'...J> I 

23 日 |藤石病院 |重信 IIIT志津川 \ 964- 1 234
1勤帯感謝の日 } I ，pr，- ' l-l / r J I / 1，.. '=11_' "J H"P¥'-'" I 

μ 日 |愛媛十全医療 |川内問 南方 1966-5011 
(振替休日川学院付属病院 1 " " , ,., '",,, 1 

30 日 |西村医院 |重信町志津川 1 964 μ61 
( 日 H植田 )

24時間体制

川内町在宅介護支援センター

9 6 6 -6 2 5 0 



Photo 

アッ ト

人

表紙の写真

9 月 28 日、西谷幼稚園と西谷小学校合同

で運動会が開催されま した 。

園児・児童の数が少ないゆえに、

ホームな運動会と な り ました。

町の動き
(10月 1 日現在)

11 ，007人 (+3 人)

5，218人 (+3 人)

5，789人(士 O 人)

3，674戸(+ 9 戸)

口

世帯数

男

女

川
上
森
林
組
合

製
材
工
場

昭
和
二
十
八
年
頃
の
川
上
森
林
組
合
製
材
工
場

の
写
真
で
す
。

当
時
は

、

み
か
ん
箱
用
の
板
を
製
材
し

、

乾
燥

さ
せ
る
た
め

、

写
真
の
よ
う
に

空
高
く

積
み
上
げ

て
い
ま
し
た

。

ま
た
、

写
真
の
中
に
は

、

「鵬
程
万
里
」
の
銘

柄
で
知
ら
れ
た
万
里
酒
造

(昭
和
十
三
年
頃
廃
業
)

の
煙
突
な
ど
の
名
残
が
残
っ
て
い
ま

す
。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

l

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

戸籍の窓
( 9 月受付 分 ・敬称略)

大お誕生おめでとうごさ、、まず

者

稔人

文雄

護{呆

|向井

大面

つ
い

一
一1

三
年
前
は

、

黄
金
色
の
稲
穂
に
彼

岸
花
の
赤
色
が
映
え
る
農
村
風
景

で
し
た
が
、
近
頃
は
彼
岸
花
が
出

る
前
に
稲
刈
り

が
終
わ
っ
て
し
ま

い
、

櫓
田
に
彼
岸
花
が
咲
い
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
な
り
ま
し
た

。

稲
の
切

り
株
の
残
る
田
の
畦
に

咲
く
彼
岸
花
も
、
い
つ
も
と

違
う

風
景
に
少
し
戸
惑
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。

秋
ら
し
い

風
景
を
撮
り
に
町
内

を
ま
わ
っ
て
み
る

と
、

住所 氏名 年齢 死亡の日 世帯主

呂 四 近藤敏子 58 8.26 近藤 i背徳

井内下 八木 4多 62 9.1 八木 11華

滑 川 上 坂本 l龍夫 75 9.6 坂本瀧夫

高須賀ミサヲ 87 9.9 高須賀 ìjÍf博

高 オミ 対1I川光子 90 9.11 細川 繁美

横 i~lt イ山 ìt 生日 84 9.15 {山 1 皮 夕 日

ガリラヤ，iJ: 近藤クニヱ 93 9 .19 近藤ク ニヱ

森 越智数馬 78 9 .24 越智数馬

女ごめい福をお祈りいたします

編集/JII内町総務課

干 791-03 愛媛県潟泉郡川内町大字南方286番地

TLE (089) 966-2222 有線2lll

印刷/岡田印刷
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「
実
り
の
秋
」シ
」
か
?
り
、滑
川
光
明
寺
の
イ

チ
ョ
ウ
も
、

黄
熟
し
た
実
を
辺
り
一
面
に
落
と

し
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
、

そ
の
銀
杏
に
混
じ

っ

て
、

イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
の
向
い
に
あ
る
権
の

木
の
実
も

た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
す

。

光
明
寺
の
植

植
の
実
は
、

緑
色
の
果
皮
の
中
に
、

褐
色
の

臥
ヰ
い
、
ア
ー
モ
ン
ド
に
似
た
種
子
が
入
っ
て
お

り

食
し
て
み
る
と
、

独
特
の
味
が
し
ま
す
。

こ
の
植
の
木
に
は
、

光
明
寺
の
火
災
の

跡
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、

樹
勢
は
旺
盛
で
す
。


